
緑化ボランティア
　寄せ植えやプランター
の植え替え、手入れ、草
抜き、水やり、庭木の剪

せん

定
てい

など。
　また昨年より育て始
めた多肉植物を使って
制作した寄せ植えを文
化活動発表会で展示しました（写真）。

■ 問い合わせ
uegahajsui＠edu.nishi.or.jp
上ケ原中学校学校運営協議会 
教頭（52-8410）

★公民館講座� 企画：大社公民館地域学習推進員会　大社公民館（71-3649）
日時・場所 テーマ・講　師

3月26日（水）
13：30〜15：00
大社公民館・
大社幼稚園

大社幼稚園 園庭でモルックもするよ！
公民館であ〜そぼっ
【共催】　地域共生館ふれぼの、ソーシャルスクエア、
　　　　�地域活動支援センターうらら、大社青少年愛護協議会、

大社地区社協、大社コミュニティ委員会　ほか

4月19日（土）
10：00〜13：00

大社公民館
調理実習室

【親子調理実習】親子で給食献立をマスター
きなこパン フォーガー りんごの飾り切り
講師：管理栄養士・栄養教論�古野和子
【事前申込】　4月10日（木）10：00から受付開始（先着順）
【対象・定員】　小学4〜6年生・中学生とその保護者　16人
【材料費】700円
※申込方法など詳細は、ポスターなどで確認してください

5月18日（日）
13：30〜15：00
大社公民館 講堂

文学作品に描かれた自然災害─未来への伝承
西宮再発見！文学と歴史 第7回
講師：（株）河内厚郎事務所ディレクター�蓮沼純一

※諸事情により変更・中止になることがあります。掲示板などで確認してください
※�申込方法など、詳しくは開講約1カ月前に、各自治会掲示板、大社公民館などに置かれる
チラシなどでお知らせします

　
大
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ
」主
催
の「
自
転
車
の
安
全

な
走
り
方
講
習
会
」が
、昨
年
11
月

13
日
に
大
社
公
民
館
講
堂
で
西
宮

警
察
署
交
通
第
一
課
交
通
総
務
係

の
2
人
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
40
人
近
い
参
加
者
は
、
自
転
車

に
乗
る
際
の
注
意
点
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
体
験
し
た
り
、
自
転
車
の
安
全

な
乗
り
方
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

 

西
宮
市
の
交
通
事
故
の
状
況

　
西
宮
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
昨
年
1
～
9
月
ま

で
で
、
す
で
に
令
和
5
年
度
の
発

生
件
数
を
超
え
、
死
亡
者
数
は
兵

庫
県
警
察
署
46
署
中
ワ
ー
ス
ト
1

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
事
故
も
西
宮
市

は
他
地
域
よ
り
多
く
、
高
齢
者
事

故
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

以
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
る

●
悪
天
候
の
日
は
外
出
を
控
え
る

●�

体
調
の
悪
い
日
は
自
転
車
で
は
な

く
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

●�

車
の
死
角
に
な
る
所
に
入
ら
な

い
●�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
す
る

●�

車
両
の
下
向
き
ラ
イ
ト
に
当
た

る
場
所
に
反
射
材
を
付
け
る

（
靴
の
か
か
と
な
ど
）

  

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が

　 

変
わ
り
ま
す

　
昨
年
5
月
24
日
に
交
付
さ
れ
た

改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
16
歳

以
上
の
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止

な
ど
は
反
則
金
納
付
の
対
象
に
、

ま
た
、
自
転
車
は
で
き
る
限
り
道

路
の
左
側
端
に
寄
っ
て
通
行
す
る

こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。（
公
布
か
ら
2
年
以
内
）

　
ま
た
昨
年
11
月
1
日
施
行
の
道

路
交
通
法
改
正
で
は
、
自
転
車
運

転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
と
酒
気

帯
び
運
転
が
自
転
車
の
危
険
な
運

転
と
し
て
、
新
し
く
罰
則
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
持
っ

て
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
通
話
す

る
、
画
面
を
見
る
行
為
が
禁
止
さ

れ
、罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

違
反
者
は

◎�

6
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

10
万
円
以
下
の
罰
金

交
通
の
危
険
が
生
じ
た
場
合

◎�

1
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

酒
気
帯
び
運
転
お
よ
び
ほ
う
助

　
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
の
他
、

酒
類
の
提
供
や
同
乗
、
自
転
車
の

提
供
に
対
し
て
も
罰
則
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

違
反
者
は

◎�

3
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
50

万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
提
供
者
は

◎�

3
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
50

万
円
以
下
の
罰
金

酒
類
の
提
供
者
・
同
乗
者
は

◎�

2
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

「
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
」「
酒

気
帯
び
運
転
」
は
、
自
転
車
運
転

者
講
習
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

  

講
習
会
に
参
加
し
た
感
想

　
〇�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
安
全
性
を
知

れ
て
良
か
っ
た
。
す
ぐ
に
購

入
し
た
い
。（
K
・
O
さ
ん

　
清
水
町
　
80
代
）

　
〇�

2
0
0
万
円
も
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
体
験
で
き
て
良

か
っ
た
。
一
方
通
行
は
、
ほ

と
ん
ど
が
自
動
車
と
原
付
の

み
が
対
象
だ
が
、
例
外
が
あ

る
の
で
や
や
こ
し
い
。
自
転

車
は
一
方
通
行
で
は
全
て
対

象
外
に
し
て
ほ
し
い
。（
Ⅰ
・

H
さ
ん
　
満
池
谷
町
　
80
代
）

　
〇�

自
転
車
は
車
道
を
走
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
歩
道
を

走
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
歩

道
は
歩
行
者
が
優
先
な
の
で

自
転
車
は
気
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。（
S
・

N
さ
ん
　
越
水
町
　
60
代
）

自転車の安全な走り方講習会が

開催されました

～交通事故を防ぐため普段から 
　　交通ルールを守りましょう～

楽しく、ためになる講習会でした

シミュレーターは意外と難しい！
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ボランティア募集 　ボランティア募集 　
～上ケ原中・大社中学校コミスク活動～～上ケ原中・大社中学校コミスク活動～

　学校、地域、保護者が一体となり「地域とともにある学校づくり」を
目指すのがコミュニティ・スクール（略称コミスク）の取り組みです。
　昨年に引き続き、上ケ原・大社中学校では、保護者や地域の人たちに
もコミスクの活動に協力してもらえるよう、ボランティアを募ること
にしました。

図書ボランティア
◎活動日目安
月2回程度
10時〜13時ごろ
◎活動内容
　図書館前掲示板
ポップ作り、卒業
記念しおり作り、
給食準備中の図書
館開室補助など

環境ボランティア
◎活動日
毎月第1火曜日
10時〜2時間程度
◎活動内容
　正面玄関前プラ
ンターの手入れ、
植え替え、各自来
校した際などに敷
地内プランターの
水やり、校内清掃
や環境整備

学習支援
◎活動内容
　授業での学習支
援（主に調理実習な
どの実技学習）

■ 問い合わせ
 　大社中学校学校運営協議会事務局
　 公式LINE
 　または、教頭（73-5391）

公式LINEでは、
各ボランティアの
活動を紹介してい
ます

大 社 中 上ケ原中

第2段

『宮っ子』での募集を見て参加者増えたね

地域の輪・和「もちつき大会」
　第17回大社もちつき大会が昨年12月14日に大社
小学校運動場で開催され、手伝いの人が160人、参
加者が子ども580人、大人420人と総勢1160人が集
い、大いに盛り上がりました。
　当日は、もち米を120㎏用意！　昔ながらのかま
どで火を起こし、蒸したもち米を臼ときねで、昨年
より餅つき機3台を用意してつき上げました。
　つきたての餅をしょうゆやきな粉、大根おろしや
ぜんざいなどでおいしそうに食べる参加者の様子
に、実行委員は「これだけの行事ができる地域は私
の誇りです。ただ、つき手など高齢化が進んでいま
すので、若い人たちにつなげていきたいですね」と
話していました。

みんなで楽しく遊ぼう！（青愛協主催）は今年は中止です

クリスマスクイズの答え
「サンタクロース」

たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。
後方には、餅を食べる行列ができていますね

できるときだけでOK。
興味のある人は、気軽に参加してください。

中学生

ボランティア募集！

第３76号 第３76号令和 7年 3月 1日 令和 7年 3月 1日た い し ゃ た い し ゃ⑴ ⑷

大社コミュニティ委員会 71―9454

２０２5年 3 月 １ 日
３76号



広告

お身体の不調ご相談ください 疲れきっている
身体を労る！
女性施術者による
「女性専用整体」

詳しくはホームページへ
完全自費/完全予約制/不定休

 Open
火・水・木・金曜日
AM　8：00～13：00
PM  15：00～19：00
土曜日　8：30～16：00
第1・3日曜日　
8：00～13：00
 Close
月・第2・4日曜日

みち整骨院
〒662-0846
西宮市室川町1-22メゾン夙川1F
JR・阪神西宮駅より徒歩13分
阪急夙川駅より徒歩13分
阪神・阪急バス（中村停留所）より徒歩3分
TEL. 0798-27-5916

詳しくは、 みち整骨院　西宮

阪急神戸線

国道
171
号

JR神戸線

市
役
所
前
線

阪神本線
阪神西宮駅

国道2号

みち整骨院
■腰痛　■肩こり
■産後の身体ケア など

 
音
楽
会

�

大
社
小
学
校

　
昨
年
11
月
16
日
に
大
社
小
学
校

で
音
楽
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た

ち
が
窮
屈
な
思
い
を
せ
ず
に
、
の

び
の
び
演
奏
で
き
る
隊
形
を
考
え

て
開
催
さ
れ
た
音
楽
会
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
負
け
ず
、
全
学
年
が
無
事

に
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
楽
曲
は
、
学
年
ご
と

の
学
習
課
程
や
発
達
段
階
に
応
じ

て
選
曲
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
共

感
で
き
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
考
え
ら
れ
ま
し
た
。合
唱
で
は

思
わ
ず
口
ず
さ
み
、
演
奏
で
は
自

然
と
体
で
リ
ズ
ム
を
取
り
た
く
な

る
よ
う
な
す
て
き
な
楽
曲
で
し
た
。

　
小
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
音

楽
会
を
迎
え
る
1
年
生
の
練
習
、

小
学
校
生
活
最
後
の
音
楽
会
に
力

を
注
ぐ
6
年
生
の
練
習
、そ
し
て
、

直
前
の
児
童
鑑
賞
日
の
様
子
を
取

材
し
ま
し
た
。

　
児
童
鑑
賞
日
に
は
、
6
年
生
の

合
唱
と
演
奏
に
静
か
に
耳
を
傾

け
、「
す
ご
い
」
と
感
動
し
て
い

る
児
童
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が

練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
、
演
奏

で
き
た
こ
と
に
安あ

ん
堵ど

す
る
先
生
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

《
音
楽
会
に
参
加
す
る
な
ら
…
》

　「
思
い
切
り
歌
い
た
い
」

（
音
楽
　
古
本
　
佳
世
子
先
生
）

　「
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
た
い
」

（
曾
澤
　
寿
之
校
長
）

　「
タ
ン
バ
リ
ン
く
ら
い
は

や
っ
て
み
た
い
」

（
日
下
部
　
望
教
頭
）

　
先
生
の
個
性
を
感
じ
る
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
か
実
現

す
る
と
楽
し
そ
う
で
す
。

《
感
想
を
聞
き
ま
し
た
》

　
優
し
い
音
、美
し
い
音
、工
夫
し

た
音
を
各
学
年
な
り
に
追
及
し
て

い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

聴
き
取
る
力
、
聴
き
分
け
る
力
が

つ
い
て
き
て
演
奏
表
現
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
発

想
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、合
唱
や
演
奏
が
苦
手

な
子
ど
も
を
仲
間
で
支
え
て
い
る

姿
に
は
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

（
校
長
　
教
頭
）

ふ
れ
あ
い
清
掃

�

廣
田
神
社
参
道

　
大
社
保
育
所
と
越
水
自
治
会

の
共
催
で
昨
年
11
月
18
日
に
行
わ

れ
た
ご
み
拾
い
は
、年
長
22
人
、地

域
の
人
、
上
ケ
原
中
学
校
P
T
A
、

大
社
地
区
青
愛
協
が
参
加
し
ま

し
た
。こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
暖

か
さ
か
ら
一
気
に
冷
え
込
み
ま
し

た
が
、
午
前
中
は
青
空
が
広
が
る

い
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
は
朝
の
あ
い
さ
つ
も
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　
一
度
に
松
葉
を
た
く
さ
ん
拾
う

子
も
い
れ
ば
、
と
げ
が
刺
さ
る
の

を
嫌
が
り
、
1
本
ず
つ
向
き
を
そ

ろ
え
て
拾
う
子
、
大
人
に
ご
み
の

場
所
を
教
え
る
子
な
ど
、
個
性
豊

か
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
地

域
の
人
も
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
と
話
し
な
が
ら
清
掃
で
き
る
の

が
魅
力
と
い
い
ま
す
。

　
松
葉
な
ど
で
ご
み
袋
4
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
参
道
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
行
儀
よ
く
並
び
、
大
き
な
声
で

お
礼
を
言
っ
て
保
育
所
に
戻
っ
て

い
き
ま
し
た
。

《
こ
の
活
動
を
通
し
て

　
感
じ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
》

　
地
域
の
人
が
、
子
ど
も
た
ち
が

拾
い
や
す
い
よ
う
に
松
葉
を
固
め

て
集
め
た
り
、
声
を
掛
け
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
た
ち
が
き

れ
い
に
し
た
」
と
い
う
気
持
ち
が

持
て
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
地
域
の
人
と
共
に
清

掃
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
一
員
だ
と
い
う
思
い
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
の

街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
芽
生
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
保
育
所
　
山
田
　
敦
子
所
長
）

初めての音楽会を迎える1年生

最後の音楽会に集中する6年生静かに聴き入る児童と見守る先生

学年ごとに違う楽器が楽しめました

たくさんの松葉を拾いました

地域の人の話を真剣に聞く園児たち

　
阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
様
式

の
多
様
化
な
ど
か
ら
地
域
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
、
地
域
の
防
災
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で

は
、大
社
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知

り
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に「
防
災
」を
テ
ー
マ
に
、昨
年
11
月

21
日
に
20
人
近
く
の
参
加
者
と
地

域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
の
内
容

　
①
西
宮
市
の
災
害
リ
ス
ク

　
②
風
水
害
と
避
難
行
動

　
③
大
規
模
地
震
と
避
難
行
動

　
④
日
頃
の
備
え

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
最
後
に

グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
ま
し
た
。

●
西
宮
市
の
災
害
リ
ス
ク
と
し
て

主
に
洪
水
、高
潮
、地
震
、津
波
、土

砂
災
害
が
あ
り
ま
す
。災
害
リ
ス

ク
の
確
認
方
法
と
し
て
、「
西
宮
市

防
災
マ
ッ
プ
」が
令
和
5
年
5
月

に
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

地
域
が
分
か
り
や
す
く
色
で
示
さ

れ
て
お
り
、
自
宅
の
危
険
度
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
風
水
害
は
、
天
気
予
報
な
ど
で

事
前
の
情
報
収
集
を
怠
ら
な
い
、

避
難
行
動
や
日
頃
の
備
え
を
再
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す（
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、備
蓄
品
な
ど
）。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
、
高

い
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
強
い
揺
れ
か
ら
命
を
守

る
た
め
の
行
動
は
、
ま
ず
低
く
頭

を
守
り
動
か
な
い
こ
と（
机
の
下

な
ど
）、
大
型
家
具
か
ら
離
れ
ド

ア
を
開
け
て
逃
げ
道
を
確
保
す
る

こ
と
、
な
ど
で
す
。
ま
た
強
い
揺

れ
の
後
は
津
波
の
襲
来
を
想
定

し
、
避
難
を
し
ま
す
。

　
津
波
か
ら
命
を
守
る
避
難
方
法

は
水
平
避
難（
遠
く
）と
垂
直
避
難

（
高
く
）で
す
。
鳴
尾
御
影
線
よ
り

北
へ
、
津
波
避
難
ビ
ル
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
3
階
以
上
に

避
難
し
ま
す
。

●
日
頃
の
備
え
と
し
て
、
情
報
収

集
手
段
の
確
認
を
し
て
お
く
、
家

具
の
転
倒
防
止
策
を
す
る
、
す
ぐ

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持
出

袋
に
最
低
限
必
要
な
も
の
を
準
備

し
て
お
く
、
非
常
用
備
蓄
品
と
し

て
食
料
と
飲
料
水
を
7
日
分
を
準

備
し
て
お
く
、
な
ど
で
す
。

～
参
加
者
の
感
想
～

　
大
社
地
域
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
浸
水
や
土
砂
崩
れ
の
リ

ス
ク
は
低
い
よ
う
で
し
た
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
の
大
切
さ

を
認
識
し
ま
し
た
。
救
援
物
資
は

す
ぐ
に
は
届
か
な
い
と
の
こ
と
な

の
で
、
数
日
間
の
備
蓄
と
し
て
早

速
、
食
料
や
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
M
.
N
さ
ん
　
40
代
　
清
水
町
）

地 域 防 災 を 考 え る
～今、私たちにできること～

主催：大社コミュニティ委員会

（左から）地域コミュニティ推進課・中尾篤也課長
防災危機管理課・松田成弘課長を迎えて

令和5年度版 防災マップ

みんな、熱心に聞いています
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お身体の不調ご相談ください 疲れきっている
身体を労る！
女性施術者による
「女性専用整体」

詳しくはホームページへ
完全自費/完全予約制/不定休

 Open
火・水・木・金曜日
AM　8：00～13：00
PM  15：00～19：00
土曜日　8：30～16：00
第1・3日曜日　
8：00～13：00
 Close
月・第2・4日曜日

みち整骨院
〒662-0846
西宮市室川町1-22メゾン夙川1F
JR・阪神西宮駅より徒歩13分
阪急夙川駅より徒歩13分
阪神・阪急バス（中村停留所）より徒歩3分
TEL. 0798-27-5916

詳しくは、 みち整骨院　西宮

阪急神戸線

国道
171
号

JR神戸線

市
役
所
前
線

阪神本線
阪神西宮駅

国道2号

みち整骨院
■腰痛　■肩こり
■産後の身体ケア など

 

音
楽
会

�

大
社
小
学
校

　
昨
年
11
月
16
日
に
大
社
小
学
校

で
音
楽
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た

ち
が
窮
屈
な
思
い
を
せ
ず
に
、
の

び
の
び
演
奏
で
き
る
隊
形
を
考
え

て
開
催
さ
れ
た
音
楽
会
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
負
け
ず
、
全
学
年
が
無
事

に
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
各
学
年
の
楽
曲
は
、
学
年
ご
と

の
学
習
課
程
や
発
達
段
階
に
応
じ

て
選
曲
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
共

感
で
き
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
考
え
ら
れ
ま
し
た
。合
唱
で
は

思
わ
ず
口
ず
さ
み
、
演
奏
で
は
自

然
と
体
で
リ
ズ
ム
を
取
り
た
く
な

る
よ
う
な
す
て
き
な
楽
曲
で
し
た
。

　
小
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
音

楽
会
を
迎
え
る
1
年
生
の
練
習
、

小
学
校
生
活
最
後
の
音
楽
会
に
力

を
注
ぐ
6
年
生
の
練
習
、そ
し
て
、

直
前
の
児
童
鑑
賞
日
の
様
子
を
取

材
し
ま
し
た
。

　
児
童
鑑
賞
日
に
は
、
6
年
生
の

合
唱
と
演
奏
に
静
か
に
耳
を
傾

け
、「
す
ご
い
」
と
感
動
し
て
い

る
児
童
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が

練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
、
演
奏

で
き
た
こ
と
に
安あ

ん
堵ど

す
る
先
生
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。

《
音
楽
会
に
参
加
す
る
な
ら
…
》

　「
思
い
切
り
歌
い
た
い
」

（
音
楽
　
古
本
　
佳
世
子
先
生
）

　「
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
た
い
」

（
曾
澤
　
寿
之
校
長
）

　「
タ
ン
バ
リ
ン
く
ら
い
は

や
っ
て
み
た
い
」

（
日
下
部
　
望
教
頭
）

　
先
生
の
個
性
を
感
じ
る
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
か
実
現

す
る
と
楽
し
そ
う
で
す
。

《
感
想
を
聞
き
ま
し
た
》

　
優
し
い
音
、美
し
い
音
、工
夫
し

た
音
を
各
学
年
な
り
に
追
及
し
て

い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

聴
き
取
る
力
、
聴
き
分
け
る
力
が

つ
い
て
き
て
演
奏
表
現
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
発

想
の
豊
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、合
唱
や
演
奏
が
苦
手

な
子
ど
も
を
仲
間
で
支
え
て
い
る

姿
に
は
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

（
校
長
　
教
頭
）

ふ
れ
あ
い
清
掃

�

廣
田
神
社
参
道

　
大
社
保
育
所
と
越
水
自
治
会

の
共
催
で
昨
年
11
月
18
日
に
行
わ

れ
た
ご
み
拾
い
は
、年
長
22
人
、地

域
の
人
、
上
ケ
原
中
学
校
P
T
A
、

大
社
地
区
青
愛
協
が
参
加
し
ま

し
た
。こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
暖

か
さ
か
ら
一
気
に
冷
え
込
み
ま
し

た
が
、
午
前
中
は
青
空
が
広
が
る

い
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
は
朝
の
あ
い
さ
つ
も
元
気

い
っ
ぱ
い
で
、一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　
一
度
に
松
葉
を
た
く
さ
ん
拾
う

子
も
い
れ
ば
、
と
げ
が
刺
さ
る
の

を
嫌
が
り
、
1
本
ず
つ
向
き
を
そ

ろ
え
て
拾
う
子
、
大
人
に
ご
み
の

場
所
を
教
え
る
子
な
ど
、
個
性
豊

か
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
地

域
の
人
も
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
と
話
し
な
が
ら
清
掃
で
き
る
の

が
魅
力
と
い
い
ま
す
。

　
松
葉
な
ど
で
ご
み
袋
4
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
参
道
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
行
儀
よ
く
並
び
、
大
き
な
声
で

お
礼
を
言
っ
て
保
育
所
に
戻
っ
て

い
き
ま
し
た
。

《
こ
の
活
動
を
通
し
て

　
感
じ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
》

　
地
域
の
人
が
、
子
ど
も
た
ち
が

拾
い
や
す
い
よ
う
に
松
葉
を
固
め

て
集
め
た
り
、
声
を
掛
け
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
た
ち
が
き

れ
い
に
し
た
」
と
い
う
気
持
ち
が

持
て
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
地
域
の
人
と
共
に
清

掃
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も

地
域
の
一
員
だ
と
い
う
思
い
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
の

街
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
芽
生
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
保
育
所
　
山
田
　
敦
子
所
長
）

初めての音楽会を迎える1年生

最後の音楽会に集中する6年生静かに聴き入る児童と見守る先生

学年ごとに違う楽器が楽しめました

たくさんの松葉を拾いました

地域の人の話を真剣に聞く園児たち

　
阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
様
式

の
多
様
化
な
ど
か
ら
地
域
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
、
地
域
の
防
災
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で

は
、大
社
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知

り
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に「
防
災
」を
テ
ー
マ
に
、昨
年
11
月

21
日
に
20
人
近
く
の
参
加
者
と
地

域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
の
内
容

　
①
西
宮
市
の
災
害
リ
ス
ク

　
②
風
水
害
と
避
難
行
動

　
③
大
規
模
地
震
と
避
難
行
動

　
④
日
頃
の
備
え

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
最
後
に

グ
ル
ー
プ
討
議
を
し
ま
し
た
。

●
西
宮
市
の
災
害
リ
ス
ク
と
し
て

主
に
洪
水
、高
潮
、地
震
、津
波
、土

砂
災
害
が
あ
り
ま
す
。災
害
リ
ス

ク
の
確
認
方
法
と
し
て
、「
西
宮
市

防
災
マ
ッ
プ
」が
令
和
5
年
5
月

に
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

地
域
が
分
か
り
や
す
く
色
で
示
さ

れ
て
お
り
、
自
宅
の
危
険
度
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
風
水
害
は
、
天
気
予
報
な
ど
で

事
前
の
情
報
収
集
を
怠
ら
な
い
、

避
難
行
動
や
日
頃
の
備
え
を
再
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す（
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、備
蓄
品
な
ど
）。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
、
高

い
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
強
い
揺
れ
か
ら
命
を
守

る
た
め
の
行
動
は
、
ま
ず
低
く
頭

を
守
り
動
か
な
い
こ
と（
机
の
下

な
ど
）、
大
型
家
具
か
ら
離
れ
ド

ア
を
開
け
て
逃
げ
道
を
確
保
す
る

こ
と
、
な
ど
で
す
。
ま
た
強
い
揺

れ
の
後
は
津
波
の
襲
来
を
想
定

し
、
避
難
を
し
ま
す
。

　
津
波
か
ら
命
を
守
る
避
難
方
法

は
水
平
避
難（
遠
く
）と
垂
直
避
難

（
高
く
）で
す
。
鳴
尾
御
影
線
よ
り

北
へ
、
津
波
避
難
ビ
ル
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
3
階
以
上
に

避
難
し
ま
す
。

●
日
頃
の
備
え
と
し
て
、
情
報
収

集
手
段
の
確
認
を
し
て
お
く
、
家

具
の
転
倒
防
止
策
を
す
る
、
す
ぐ

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持
出

袋
に
最
低
限
必
要
な
も
の
を
準
備

し
て
お
く
、
非
常
用
備
蓄
品
と
し

て
食
料
と
飲
料
水
を
7
日
分
を
準

備
し
て
お
く
、
な
ど
で
す
。

～
参
加
者
の
感
想
～

　
大
社
地
域
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
と
浸
水
や
土
砂
崩
れ
の
リ

ス
ク
は
低
い
よ
う
で
し
た
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
の
大
切
さ

を
認
識
し
ま
し
た
。
救
援
物
資
は

す
ぐ
に
は
届
か
な
い
と
の
こ
と
な

の
で
、
数
日
間
の
備
蓄
と
し
て
早

速
、
食
料
や
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
M
.
N
さ
ん
　
40
代
　
清
水
町
）

地 域 防 災 を 考 え る
～今、私たちにできること～

主催：大社コミュニティ委員会

（左から）地域コミュニティ推進課・中尾篤也課長
防災危機管理課・松田成弘課長を迎えて

令和5年度版 防災マップ

みんな、熱心に聞いています
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緑化ボランティア
　寄せ植えやプランター
の植え替え、手入れ、草
抜き、水やり、庭木の剪

せん

定
てい

など。
　また昨年より育て始
めた多肉植物を使って
制作した寄せ植えを文
化活動発表会で展示しました（写真）。

■ 問い合わせ
uegahajsui＠edu.nishi.or.jp
上ケ原中学校学校運営協議会 
教頭（52-8410）

★公民館講座� 企画：大社公民館地域学習推進員会　大社公民館（71-3649）
日時・場所 テーマ・講　師

3月26日（水）
13：30〜15：00
大社公民館・
大社幼稚園

大社幼稚園 園庭でモルックもするよ！
公民館であ〜そぼっ
【共催】　地域共生館ふれぼの、ソーシャルスクエア、
　　　　�地域活動支援センターうらら、大社青少年愛護協議会、

大社地区社協、大社コミュニティ委員会　ほか

4月19日（土）
10：00〜13：00

大社公民館
調理実習室

【親子調理実習】親子で給食献立をマスター
きなこパン フォーガー りんごの飾り切り
講師：管理栄養士・栄養教論�古野和子
【事前申込】　4月10日（木）10：00から受付開始（先着順）
【対象・定員】　小学4〜6年生・中学生とその保護者　16人
【材料費】700円
※申込方法など詳細は、ポスターなどで確認してください

5月18日（日）
13：30〜15：00
大社公民館 講堂

文学作品に描かれた自然災害─未来への伝承
西宮再発見！文学と歴史 第7回
講師：（株）河内厚郎事務所ディレクター�蓮沼純一

※諸事情により変更・中止になることがあります。掲示板などで確認してください
※�申込方法など、詳しくは開講約1カ月前に、各自治会掲示板、大社公民館などに置かれる
チラシなどでお知らせします

　
大
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ
」主
催
の「
自
転
車
の
安
全

な
走
り
方
講
習
会
」が
、昨
年
11
月

13
日
に
大
社
公
民
館
講
堂
で
西
宮

警
察
署
交
通
第
一
課
交
通
総
務
係

の
2
人
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
40
人
近
い
参
加
者
は
、
自
転
車

に
乗
る
際
の
注
意
点
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
体
験
し
た
り
、
自
転
車
の
安
全

な
乗
り
方
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。

 

西
宮
市
の
交
通
事
故
の
状
況

　
西
宮
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
昨
年
1
～
9
月
ま

で
で
、
す
で
に
令
和
5
年
度
の
発

生
件
数
を
超
え
、
死
亡
者
数
は
兵

庫
県
警
察
署
46
署
中
ワ
ー
ス
ト
1

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
事
故
も
西
宮
市

は
他
地
域
よ
り
多
く
、
高
齢
者
事

故
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

以
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
る

●
悪
天
候
の
日
は
外
出
を
控
え
る

●�

体
調
の
悪
い
日
は
自
転
車
で
は
な

く
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

●�

車
の
死
角
に
な
る
所
に
入
ら
な

い
●�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
す
る

●�

車
両
の
下
向
き
ラ
イ
ト
に
当
た

る
場
所
に
反
射
材
を
付
け
る

（
靴
の
か
か
と
な
ど
）

  

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が

　 

変
わ
り
ま
す

　
昨
年
5
月
24
日
に
交
付
さ
れ
た

改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
、
16
歳

以
上
の
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止

な
ど
は
反
則
金
納
付
の
対
象
に
、

ま
た
、
自
転
車
は
で
き
る
限
り
道

路
の
左
側
端
に
寄
っ
て
通
行
す
る

こ
と
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。（
公
布
か
ら
2
年
以
内
）

　
ま
た
昨
年
11
月
1
日
施
行
の
道

路
交
通
法
改
正
で
は
、
自
転
車
運

転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
と
酒
気

帯
び
運
転
が
自
転
車
の
危
険
な
運

転
と
し
て
、
新
し
く
罰
則
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
持
っ

て
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
通
話
す

る
、
画
面
を
見
る
行
為
が
禁
止
さ

れ
、罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

違
反
者
は

◎�

6
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

10
万
円
以
下
の
罰
金

交
通
の
危
険
が
生
じ
た
場
合

◎�

1
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

酒
気
帯
び
運
転
お
よ
び
ほ
う
助

　
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
の
他
、

酒
類
の
提
供
や
同
乗
、
自
転
車
の

提
供
に
対
し
て
も
罰
則
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

違
反
者
は

◎�

3
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
50

万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
提
供
者
は

◎�

3
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
50

万
円
以
下
の
罰
金

酒
類
の
提
供
者
・
同
乗
者
は

◎�

2
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

「
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
」「
酒

気
帯
び
運
転
」
は
、
自
転
車
運
転

者
講
習
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

  

講
習
会
に
参
加
し
た
感
想

　
〇�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
安
全
性
を
知

れ
て
良
か
っ
た
。
す
ぐ
に
購

入
し
た
い
。（
K
・
O
さ
ん

　
清
水
町
　
80
代
）

　
〇�

2
0
0
万
円
も
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
体
験
で
き
て
良

か
っ
た
。
一
方
通
行
は
、
ほ

と
ん
ど
が
自
動
車
と
原
付
の

み
が
対
象
だ
が
、
例
外
が
あ

る
の
で
や
や
こ
し
い
。
自
転

車
は
一
方
通
行
で
は
全
て
対

象
外
に
し
て
ほ
し
い
。（
Ⅰ
・

H
さ
ん
　
満
池
谷
町
　
80
代
）

　
〇�

自
転
車
は
車
道
を
走
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
歩
道
を

走
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
歩

道
は
歩
行
者
が
優
先
な
の
で

自
転
車
は
気
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。（
S
・

N
さ
ん
　
越
水
町
　
60
代
）

自転車の安全な走り方講習会が

開催されました

～交通事故を防ぐため普段から 
　　交通ルールを守りましょう～

楽しく、ためになる講習会でした

シミュレーターは意外と難しい！
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ボランティア募集 　ボランティア募集 　
～上ケ原中・大社中学校コミスク活動～～上ケ原中・大社中学校コミスク活動～

　学校、地域、保護者が一体となり「地域とともにある学校づくり」を
目指すのがコミュニティ・スクール（略称コミスク）の取り組みです。
　昨年に引き続き、上ケ原・大社中学校では、保護者や地域の人たちに
もコミスクの活動に協力してもらえるよう、ボランティアを募ること
にしました。

図書ボランティア
◎活動日目安
月2回程度
10時〜13時ごろ
◎活動内容
　図書館前掲示板
ポップ作り、卒業
記念しおり作り、
給食準備中の図書
館開室補助など

環境ボランティア
◎活動日
毎月第1火曜日
10時〜2時間程度
◎活動内容
　正面玄関前プラ
ンターの手入れ、
植え替え、各自来
校した際などに敷
地内プランターの
水やり、校内清掃
や環境整備

学習支援
◎活動内容
　授業での学習支
援（主に調理実習な
どの実技学習）

■ 問い合わせ
 　大社中学校学校運営協議会事務局
　 公式LINE
 　または、教頭（73-5391）

公式LINEでは、
各ボランティアの
活動を紹介してい
ます

大 社 中 上ケ原中

第2段

『宮っ子』での募集を見て参加者増えたね

地域の輪・和「もちつき大会」
　第17回大社もちつき大会が昨年12月14日に大社
小学校運動場で開催され、手伝いの人が160人、参
加者が子ども580人、大人420人と総勢1160人が集
い、大いに盛り上がりました。
　当日は、もち米を120㎏用意！　昔ながらのかま
どで火を起こし、蒸したもち米を臼ときねで、昨年
より餅つき機3台を用意してつき上げました。
　つきたての餅をしょうゆやきな粉、大根おろしや
ぜんざいなどでおいしそうに食べる参加者の様子
に、実行委員は「これだけの行事ができる地域は私
の誇りです。ただ、つき手など高齢化が進んでいま
すので、若い人たちにつなげていきたいですね」と
話していました。

みんなで楽しく遊ぼう！（青愛協主催）は今年は中止です

クリスマスクイズの答え
「サンタクロース」

たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。
後方には、餅を食べる行列ができていますね

できるときだけでOK。
興味のある人は、気軽に参加してください。

中学生

ボランティア募集！
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大社コミュニティ委員会 71―9454

２０２5年 3 月 １ 日
３76号


